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次世代 JAXA衛星搭載測位GPSRからのGPS掩蔽観測装置開発に関する検討
Feasibility study on the GPS occultation sensor based Next generation JAXA GPSR
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GPS掩蔽観測は電離圏及び大気圏の主要な観測手段となっている。既に定常気象予報において日本を含む各国気象機
関がGPS掩蔽観測を利用している。GPS掩蔽観測はその原理からも、GPS測位システム開発の経緯からも電離圏観測に
適しており、様々な科学成果が得られている。これまでGPS掩蔽観測では欧米で開発されたGPS受信装置が用いられて
きた。これはカーナビゲーションなどの民生用測位とは異なる (differential GPSではない方式の)超高精度測位用GPS受
信機が必要であるためである。JAXAでは、既に 1990年代から地球観測などのために高精度GPS受信機を開発し ALOS
衛星「だいち」などに搭載されてきた。この JAXA GPS受信機は簡単軽微な機器追加・ソフトウェア改修で GPS掩蔽
センサに発展できる事が既に GPSMet観測の直後の 1998年頃には知られてきた (鈴木ほか 2000)。現在、次世代 JAXA
GPSR(NGPSR)が JAXA 研究開発本部において開発されつつある。ここでは、NGPSRを GPS掩蔽に適用するための概
念検討の結果について報告する。
また、新しいGPS観測の利用としてGPS海面反射があり、電離層電子密度と海面高度変動などの観測が可能とされて

いる。GPS海面反射は NGPSR等の超高精度測位性能は必要としないが、ビームステアリングなど特有の技術を要求と
する、今回はこれについても報告を行う。
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